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【編集後記】「地震はいつどこで起きるか分からない」
　首都直下地震や南海トラフ地震の近い将来での発生が懸念されており、その対策の重要性が言われてい

る。実際、その通りだと思うが、一方で、それ以外の地域では、かえって大地震発生の危険性が低いかの

ごとく思われがちなのではないだろうか。かつて、東海地震の発生がもっぱら危惧される中で、突然、阪神・

淡路大震災が起き、対応が混乱したことがあったが、今回の熊本地震でも同じようなことが言えるのでは

ないか。まさか熊本で地震が起きるなどとは思ってもみなかった、というのが多くの国民の率直な思いだ

ろう。

　日本には 2,000 以上の活断層があると言われているが、それ以外にも地表に現れにくい未知の活断層も

少なくないようだ ( 平成 12 年の鳥取県西部地震や平成 20 年の岩手・宮城内陸地震では地震の発生によっ

て活断層の存在が分かった )。それどころか、昭和 58 年の日本海中部地震によって、日本海にもプレート

境界があることが分かったくらいである。つまり、地震の予知は、現状では不可能であり、首都直下地震

や南海トラフ地震が懸念される地域だけでなく、日本全国どこにおいても、いつなんどき大地震が発生す

るかもしれないということなのである。

　地域防災の関係者は、改めてそのことを肝に銘じなければならない。
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第25回全国消防操法大会の開催について

　平成28年10月14日に、長野県で第25回全国消防操法大会が開催されます。

　全国消防操法大会は、都道府県代表の消防団の皆さんが、迅速、確実かつ安全に行動するために

定められた消防用機械器具の取扱い及び操作の基本について、その技術を競う大会です。

　競技は、消防ポンプ自動車を使用した「ポンプ車操法」と、小型動力ポンプを使用した「小型ポ

ンプ操法」があります。

　なお、消防防災展と交流物産展が同時開催されます。

【大会の概要】

１ 行 事 名：第25回全国消防操法大会

２ 開催時期：平成28年10月14日（金）午前９時00分（雨天決行）

３ 開催場所：南長野運動公園（長野オリンピックスタジアム

             長野県長野市篠ノ井東福寺320番地

４ 参加人員：約10,000名（選手、役員、観客、出展者等）

５ 主 催 者：総務省消防庁、公益財団法人日本消防協会

６ 協力機関：長野県、長野市、公益財団法人長野県消防協会、

　　　　　　 長野県消防長会


